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末梢血細胞中のポリアミン濃度は、摂取した食物中や局所で産生されたポリア

ミンにより影響を受けることが判っている。我々はヒトの代表的なポリアミン

であるスペルミンとスペルミジンが、末梢血単核球の血管内皮細胞への接着を

抑制することを見出し、報告した。今回、ポリアミンによる末梢血単核球の接

着抑制に関与する接着分子を検討した。末梢血単核球をポリアミンとともに、

ヒト血清を混じた培養液で培養し、フローサイトメーターで接着分子の発現の

変化を検討した。スペルミンもしくはスペルミジンと培養した末梢血単核球の

ＣＤ１１ａとＣＤ１８の蛍光高度は抑制され、ＣＤ６２Ｌは増強した。測定し

たその他の細胞膜分化抗原は抑制されるものはなく、Via-Probe の陽性細胞数に
も変化はなかった。ＣＤ１１ａとＣＤ１８の抑制は２４時間程度では生じず、

それ以上の培養で明らかとなった。また、一晩培養後に細胞を洗浄し、細胞培

養液中のポリアミンを除去した状態でさらに５０時間程度培養した細胞にも同

様の変化を認めたことから、細胞内ポリアミン濃度の上昇が接着分子の発現に

影響をおよぼした。これらの結果は、細胞内のポリアミンが加齢と共に減少す

ることや、加齢と共にＣＤ１１ａとＣＤ１８の発現が増強し、逆に若い分裂の

活発な細胞にＣＤ６２Ｌの発現が増強するというこれまでの報告を考慮に入れ

ると、接着分子の発現に細胞内のポリアミンが中心的な役割を持っていると思

われる。スペルミンとスペルミジンによる接着分子の発現に及す変化は動脈硬

化の促進因子で認められる変化と反対であり、抗動脈硬化作用を有する可能性

が強く示唆された。 
 


